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予算　令和８年度の市の予算が決定しました。
　一般会計の予算は268億200万円（前年度に比べて
1.8％増）、国民健康保険など６つの特別会計の予算は
192億834万円（前年度に比べて2.1%増）となり、
合計460億1,034万円です。

令和８年度 常総市の

  令和８年度の市の予算を紹介します。
　物価高騰への対応や人口の減少などの多くの課題
を抱えているなか、これからの20年、さらにその先
を見据えた重要な一歩を踏み出す「礎」を築き、い
つまでも住み続けたい常総市を目指し、子どもまん
なかまちづくり常総、未来につなげる地域づくり、

市民に便利な常総市役所DXの３つの重点柱を軸に予
算編成を行いました。
　主な事業として、親子で安心して利用できる環境
の整備や大生郷工業団地北部に産業団地を整備する
ための取り組み、多言語通訳システムの導入などを
予算化しました。 　市では、予算について毎年４月号でお知らせするほか、市の財政がどのような状態に

あるのかをご理解いただくために、財政事情書をホームページで公開しています。

※端数処理の関係で、合計が異なる場合があります。

 一 般 会 計 の 歳 入 一般会計の歳出

42億円42億円

その他(10.5％) 28億2,229万円

市税(39.3％)市税(39.3％)
105億2,491万円105億2,491万円

44億842万円44億842万円

国庫支出金国庫支出金
(16.4％)(16.4％)

地方交付税地方交付税
(15.7％)(15.7％)

県支出金(7.5％)県支出金(7.5％)
19億9,943万円19億9,943万円

地方譲与税(1.2％)
3億1,795万円

歳入合計
268億200万円

17億円17億円
地方消費税交付金(6.3％)地方消費税交付金(6.3％)

一 般 会 計 の 歳 出

民生費(38.7％)民生費(38.7％)
103億5,962万円103億5,962万円歳出合計

268億200万円

教育費(9.7％)教育費(9.7％)
25億9,225万円25億9,225万円

公債費(9.9％)公債費(9.9％)
26億4,035万円26億4,035万円

総務費(13.5％)総務費(13.5％)
36億2,449万円36億2,449万円

土木費(12.2％)土木費(12.2％)
32億6,538万円32億6,538万円

衛生費(6.4％)衛生費(6.4％)
17億947万円17億947万円

消防費(5.5％)
14億9,682万円

農林水産業費(2.4％)
6億5,476万円

その他(1.7％)
4億5,886万円

2億1,705万円
2億  223万円

3,000万円
958万円

議会費
商工費
予備費
労働費

　予算は教育・福祉や道路・公
園の整備など、主に市の基本的
な行政サービスを行う「一般会
計」と、特定の目的のための会
計で国民健康保険税など特定の
収入があり、一般会計から切り
離して、その収入・支出を経理
する「特別会計」に分かれてい
ます。

一般会計?
特別会計?

特 別 会 計 予 算
特別会計項目 ８年度予算額 ７年度予算額 対前年度

伸び率(％) 主な事業

国民健康保険 60億4,149万円 61億6,195万円 △2.0 保険給付費　　　　　　　　　　   

後期高齢者医療 18億3,894万円 16億7,458万円   9.8 広域連合納付金 18億2,966万円

介護保険 57億4,278万円 56億5,019万円   1.6 保険給付費 53億4,175万円

介護サービス事業 2,630万円 2,432万円  8.1 指定介護予防支援事業費 1,620万円

水道事業 21億3,651万円 20億5,282万円 4.1 水道施設工事費等建設改良費 2億3,354万円

下水道事業 34億2,232万円 32億5,228万円 5.2 公共下水道管渠費等建設改良費 10億3,080万円

合計 192億  834万円 188億1,614万円

◆問い合わせ＝㊌財政課（内線3505）

市債(3.1％)市債(3.1％)
8億2,900万円8億2,900万円

【市ホームページ】

40億   565万円

9億円
5億2,150万円
3億7,465万円
2億2,242万円
1億9,500万円
1億5,000万円
1億4,920万円

8,000万円
7,000万円
5,000万円
3,500万円
3,000万円
2,352万円
1,500万円

600万円

繰入金
寄附金
諸収入
使用料及び手数料
法人事業税交付金
繰越金
分担金及び負担金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金
地方特例交付金
ゴルフ場利用税交付金
環境性能割交付金
財産収入
利子割交付金
交通安全対策特別交付金 

市 民 1 人 あ た り が 納 め る お 金 に 換 算 … 1 3 9 , 3 2 7 円

個人市民税
56,991円

固定資産税(土地・家屋)
68,859円

軽自動車税(種別割)
3,895円

市たばこ税
9,582円

※令和８年３月1日現在の常住人口５万８,10４人で計算

市 民 1 人 あ た り に 使 わ れ る お 金 に 換 算 … 4 6 1 , 2 7 6 円

民生費
178,294円

総務費
62,379円

土木費
56,199円

教育費
44,614円

その他(公債費、衛生費など)

119,790円

▷ ◁
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〇子育て環境を充実させます

♦困った時に預けられる「こども誰でも通園制度」を始

　めます　　　　　　　　　   　 

♦子どもたちの各種健診 ( 1か月・５歳児・幼児歯科 )

　が受診しやすくなります 

♦公立保育所・幼稚園に連絡アプリなどを導入し、電子

　化を進めます　　　　　   　　 

♦水海道交流センターを中心に、親子で安心して利用

　できる環境を整備します　　  

〇子どもの居場所をつくります
〇子育て世帯の負担を軽減します
♦小中学校の給食費を無償化します　  

〇教育環境を充実させます
♦外国語指導助手を増員し、英語に触れる機会を増や

　します　　　　　　　　　　           

♦中学生の英語検定料の半額を補助し、子どもたちの

　英語力の向上に繋げます　　　            

♦水海道小、水海道西中、石下西中の体育館に空調設備

　を設置し、児童生徒の学習環境および避難所としての
　生活環境を確保します

〇防災先進都市として防災力を強化します
♦防災備蓄品と防災井戸を充実させます   

〇地域コミュニティを充実させます
♦地域コミュニティ協議会の設立・運営のための支援を

　行います　　　　　　　　　　       

〇ＡＩまちづくりを推進します
♦子どもたちがＡＩなどの先端技術に触れあう機会を

　創ります　　　　　　　　　
〇地域の基盤を強化します

♦圏央道スマートＩＣの誘致に向けて取り組みます　　
　　　　　　　
♦大生郷工業団地の北部に産業団地を整備するための

　取り組みを行います　　　　　　　　　

①市民参画の推進

488万円

528万円

773万円

9億 1,700 万円

令和８年度予算における令和８年度予算における

重点的な３つの柱と部門別重要施策重点的な３つの柱と部門別重要施策
今 年 度 の今 年 度 の
主な事業を主な事業を
紹介するよ紹介するよ

１ 次代を創る３つの重点柱１ 次代を創る３つの重点柱

市民に便利な
常総市役所ＤＸ

重点柱３
子どもまんなか
まちづくり常総

重点柱１

常総市の次代を創る子ども
や若者を応援し、すべての
常総市民が将来にわたり幸
せに暮らすまちづくりを推
進します。

未来につなげる
地域づくり

重点柱２

日常生活の中心となる「地
域」を基礎として、安全・
安心・快適に住み続けられ
る 環 境 の 整 備 を 推 進 し ま
す。

多様化する市民ニーズに対
応し、適切なサービス提供
を行い、市民に頼りにされ
る市役所業務に向けてＤＸ
化を推進します。

重点柱１　「子どもまんなかまちづくり常総」の主な事業

♦不妊治療費用を助成します　

重点柱２　「未来につなげる地域づくり」の主な事業

重点柱３　「市民に便利な常総市役所ＤＸ」の主な事業

〇手続き・業務簡素化によるサービス向上を目指します

〇多言語化対応を強化します
♦多言語通訳システムを導入し、窓口などで円滑にコミュニケーションを

　取れるようにします 144万円

２ 現場の課題を解決・改善し、未来に繋ぐための部門ごとの重要施策２ 現場の課題を解決・改善し、未来に繋ぐための部門ごとの重要施策
　現場 ( 部門 ) の課題に即した効果的な施策を実行することで「じょうそう未来創生プラン ( ～令和９
年度 )」を着実に達成し、市民生活の向上を継続的に促進します。

部門ごとの重要施策

♦集会施設の修繕や機器更新に対する補助金を交付します

933万円
②保健・医療・福祉の充実
♦後期高齢者へ健康診査の受診勧奨を行い、健康意識の
　向上に繋げます 462万円
♦ 65 歳以上の高齢者に対して補聴器購入費を助成します。
　音が聞こえないことによるストレスを軽減し、認知機能
　の低下を予防します 150万円

③学校教育・生涯学習の推進
♦ ICT を活用し、さらに効率的・効果的な学校運営を行い、
　教育水準の向上を目指します 8,516万円

④生活環境の充実
♦市内の防犯灯を適切に管理し、犯罪・事故などの発生を
　防止して安全安心な環境を整備します

844万円

⑤都市基盤の充実
♦道路の舗装や橋梁の点検、通学路の安全対策などを行い、

　市民の安全な交通環境を確保します 5億3,606万円

♦市内で創業・新事業活動を展開する方に、最大 30 万円を

　助成します 210万円

⑥産業の振興

♦事業所の新設などの際に、市民を新たに雇用した事業

　者に対して、1人当たり最大 10 万円を交付します

180万円

⑦行財政運営の効率化
♦市民により満足いただける行政サービスを実現するため、
　無駄のない効率的な事務運営や、効果の高い政策の実
　行につながる市の指針となる総合計画を策定します

250万円

240万円

２億3,242万円

6,757 万円

77万円

1億 8,556 万円

 230万円

840万円

3,075 万円

3,820 万円

3,800 万円

♦相続人調査事務のＤＸ化、障がい福祉システム事務の自動化 (RPA) によ

　り効率化を図り、市民への迅速なサービス提供を行います 303万円

▷ ◁
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〇子育て世帯の負担を軽減します
♦小中学校の給食費を無償化します　  

〇教育環境を充実させます
♦外国語指導助手を増員し、英語に触れる機会を増や

　します　　　　　　　　　　           

♦中学生の英語検定料の半額を補助し、子どもたちの

　英語力の向上に繋げます　　　            

♦水海道小、水海道西中、石下西中の体育館に空調設備

　を設置し、児童生徒の学習環境および避難所としての
　生活環境を確保します

〇防災先進都市として防災力を強化します
♦防災備蓄品と防災井戸を充実させます   

〇地域コミュニティを充実させます
♦地域コミュニティ協議会の設立・運営のための支援を

　行います　　　　　　　　　　       

〇ＡＩまちづくりを推進します
♦子どもたちがＡＩなどの先端技術に触れあう機会を

　創ります　　　　　　　　　
〇地域の基盤を強化します

♦圏央道スマートＩＣの誘致に向けて取り組みます　　
　　　　　　　
♦大生郷工業団地の北部に産業団地を整備するための

　取り組みを行います　　　　　　　　　

①市民参画の推進

488万円

528万円

773万円

9億 1,700 万円

令和８年度予算における令和８年度予算における

重点的な３つの柱と部門別重要施策重点的な３つの柱と部門別重要施策
今 年 度 の今 年 度 の
主な事業を主な事業を
紹介するよ紹介するよ

１ 次代を創る３つの重点柱１ 次代を創る３つの重点柱

市民に便利な
常総市役所ＤＸ

重点柱３
子どもまんなか
まちづくり常総

重点柱１

常総市の次代を創る子ども
や若者を応援し、すべての
常総市民が将来にわたり幸
せに暮らすまちづくりを推
進します。

未来につなげる
地域づくり

重点柱２

日常生活の中心となる「地
域」を基礎として、安全・
安心・快適に住み続けられ
る 環 境 の 整 備 を 推 進 し ま
す。

多様化する市民ニーズに対
応し、適切なサービス提供
を行い、市民に頼りにされ
る市役所業務に向けてＤＸ
化を推進します。

重点柱１　「子どもまんなかまちづくり常総」の主な事業

♦不妊治療費用を助成します　

重点柱２　「未来につなげる地域づくり」の主な事業

重点柱３　「市民に便利な常総市役所ＤＸ」の主な事業

〇手続き・業務簡素化によるサービス向上を目指します

〇多言語化対応を強化します
♦多言語通訳システムを導入し、窓口などで円滑にコミュニケーションを

　取れるようにします 144万円

２ 現場の課題を解決・改善し、未来に繋ぐための部門ごとの重要施策２ 現場の課題を解決・改善し、未来に繋ぐための部門ごとの重要施策
　現場 ( 部門 ) の課題に即した効果的な施策を実行することで「じょうそう未来創生プラン ( ～令和９
年度 )」を着実に達成し、市民生活の向上を継続的に促進します。

部門ごとの重要施策

♦集会施設の修繕や機器更新に対する補助金を交付します

933万円
②保健・医療・福祉の充実
♦後期高齢者へ健康診査の受診勧奨を行い、健康意識の
　向上に繋げます 462万円
♦ 65 歳以上の高齢者に対して補聴器購入費を助成します。
　音が聞こえないことによるストレスを軽減し、認知機能
　の低下を予防します 150万円

③学校教育・生涯学習の推進
♦ ICT を活用し、さらに効率的・効果的な学校運営を行い、
　教育水準の向上を目指します 8,516万円

④生活環境の充実
♦市内の防犯灯を適切に管理し、犯罪・事故などの発生を
　防止して安全安心な環境を整備します

844万円

⑤都市基盤の充実
♦道路の舗装や橋梁の点検、通学路の安全対策などを行い、

　市民の安全な交通環境を確保します 5億3,606万円

♦市内で創業・新事業活動を展開する方に、最大 30 万円を

　助成します 210万円

⑥産業の振興

♦事業所の新設などの際に、市民を新たに雇用した事業

　者に対して、1人当たり最大 10 万円を交付します

180万円

⑦行財政運営の効率化
♦市民により満足いただける行政サービスを実現するため、
　無駄のない効率的な事務運営や、効果の高い政策の実
　行につながる市の指針となる総合計画を策定します

250万円

240万円

２億3,242万円

6,757 万円

77万円

1億 8,556 万円

 230万円

840万円

3,075 万円

3,820 万円

3,800 万円

♦相続人調査事務のＤＸ化、障がい福祉システム事務の自動化 (RPA) によ

　り効率化を図り、市民への迅速なサービス提供を行います 303万円

▷ ◁


